
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【9 月議会の一般質問】  

（１） 豪雨対策 

【問】本年 8月 11日の豪雨は、過去の記録からどれぐらいだったか。 

【答】15 時から 16 時まで 72.5mm を記録し、これは H16 年 9 月 4 日

の 68.5mmを超え、過去最高です。 

【問】床下浸水被害地域は何カ所で、新たな地域はあるか。 

【答】大日 3 件、つくし座 1 件、さちが丘 1 件、旭丘 1 件、栗山新町 2

件、電電栗山 1件、内黒田 1件、物井 2件、四街道 2件の 10地域

の 14 棟が床下浸水でした。新たに発生したところは物井 2 か所で

す。 

【問】桜ヶ丘、栗山新町の今後の取組は。 

【答】桜ヶ丘についてはバイパスルートや雨水抑制施設等を検討して

いる。栗山新町については恒久的な対策として、上流部への調整

池の設置を主軸として検討している。 

（２）鹿放ケ丘多目的スポーツ広場について 

【問】使用ルールの発表や申し込み 

などはいつか。 

【答】11月末ごろを予定している。 

【問】トイレ、フェンス設置以外の整備は。 

グランドゴルフなどで高齢者が使 

用するようになると日よけやベンチ 

が必要と思うが如何か。 

【答】駐車場、井戸の整備を考えている。 

その他については供用開始後に検討する。 

（3）「若者支援ガイドブック」の概要 

【問】「若者支援ガイドブック」とは何か。配布先とその方法は。 

【答】こども若者育成支援推進法の制定により 30 歳代までが対象と

なり、ニートや引きこもりの支援体制が必要であることから、地域

の若者支援機関をまとめた「若者支援ガイドブック」を作成します。

広報紙や HP、民生委員や社会福祉協議会など各福祉団体に周

知していきたい。 

【問】ニートや引きこもりは本市に何人ぐらいいると思われるか。 

【答】H22年の国勢調査によると 15歳から 39歳までの非労働力人口

から家事、通学を除いた方が 389 名です。これらの方がいわゆる

職に付いてない若者と思われます。 

（４）空き家対策 

【問】本市の空き家の実態は。 

【答】H20年度調査では、34,580戸のうち売却物件も含めると3,320戸

で 9.6％、（国県ともに、13.1％）何の手立てもしていない空き家は、

1,490戸で 4.3％（国は 4.7％県は 4.1％）です。 

【問】そろそろ「空き家管理条例」のようなものを検討すべきと思うがい

かがか。 

【答】他団体の先進事例等調査しながら、市民の安全安心と快適な

住環境の保全の観点から、必要な取り組みを進めます。 
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保育園が新設されます！ 

 ・H25年 4月 1日開園予定  ・定員 60人   

・場所はもねの里 ・12月 3日より入所受付 

「ヨッピイ」が変わります！ 

 ・H25年 3月より  ・運賃 160円 

 ・右回り 12便中 8便は大作岡を運行（平日） 

 ・四街道駅北口への乗り入れと共に、JR時刻表への

接続を考慮 

市庁舎耐震化優先度調査結果が出ました！ 

 ・震度 6強の場合や震度 5強の場合など、どの調査

からも本館 3階建てと本館平屋は、対策を講じる

必要ありとの調査結果でした。 

 ・費用対効果など考慮した結果は、「本館平屋と、

本館 3階建ては改築、新館は補強」です。 

 ・今後対策委員会を設置し、具体化されます。 

防犯カメラ設置 

ひったくり予防として、県からの補助金（４００万円）を

得て、総額 1830 万円で、防犯カメラを３０台、ひったく

り多発地点などに看板とともに設置します。ひったくり

の被害者は 9 割が女性です。女性の皆さん気を付け

ましょう！ 

「みんなで地域づくり事業提案制度」創設 

多様化、複雑化している市民ニーズや地域課題を市

民の柔軟な発想や専門性等を活かしてみんなで魅力

ある地域づくりをコラボしてみませんか？内容は 

① みんなで地域づくりの拠点となる施設整備、施設

設置を行う事業 

② みんなで地域づくり部門 

③ 19 歳未満の若者を主体とした市民 3 人以上が行

う「アンダー１９」部門 

この３部門に補助金制度があり、財源は市、市民、事

業者等からの資金拠出に基づく「みんなで地域づくり

事業基金」を創設します。 

例えばこんな事業はいかがですか？ 

○空き店舗等を活用したチャレンジショップ開設 

○里山を活用した自然観察公園づくり事業 

皆さんの柔軟な発想や専門性等を活かして下さい！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談はお気軽に！

423-5599 

次回の議会予定 

11月 26日（月）     開会 

12月 5日～13日  一般質問 

12月 19日（水）    閉会 

次期衆議院選挙の意義 

 民主党政権は、数々の失政により国民の信頼を失い、衆院 

の解散・総選挙はいつあってもおかしくありません。そこで、次 

期衆院選の意義や「日本再建」に向けて公明党が訴える一部 

について解説しました。 

失政・民主政権に審判    来る衆院選は民主党に審判をくだす選挙です。この 3 年間、民主党政権が数々の失政を

繰り返し、国民を裏切り続けたことは明らかです。 

 次期衆院選では、どの党に日本の再建を託すのかが問われます。国民のために責任を持って政策を進める力がある政党はど
の政党かということです。民主党政権で続く【政局優先】の政治に国民はうんざりしています。 

ブレずに筋を通す    こうした状況の中公明党は、「社会保障と税の一体改革」などの重要課題で政局より政策課題を優

先。「長年政権を担った政党としての矜持を示した」（8月 9日付「読売」）と評価されました。 

「大衆とともに」の立党精神    公明党の責任ある政治姿勢は 50 年間継承されてきた「大衆とともに」の立党精神が原

点です。立党精神で結ばれた全国の公明党議員（3000 人）の緊密なネットワークが機能しているから「生活実感に根差した政策を

創造し、実現させることができる」（青山佾・明治大学大学院教授）のです。理念なき政党や政策がブレる政党に日本再建は任せら

れません。 

公明党の政策実現力       二大政党への失望や政界再編への期待から「地域政党」の動向が注目されています。こ

のように政治が混迷している時だからこそ、どのような政治状況にあっても、政策実現を果たしてきた公明党の存在意義がますま

す高まっています。公明党こそ日本再建を担う力ある政党です。 

iPS細胞 ノーベル賞研究公明も後押し 

様々な細胞になる能力を持つ“万能細胞”として、

再生医療への応用が期待されている人工多能性幹

細胞（iPS細胞）。同研究者の第 1人者である山中伸

弥京都大学教授のノーベル賞受賞が決まり、喜びが

広がっています。 

07 年、世界で初めてヒト iPS 細胞の開発に成功し

国際競争が激化する中、公明党は 09 年衆院選のマ

ニフェストにも、10 年参院選マニフェストにも明確に

「わが国発のｉＰＳ細胞による再生医療などの先端医

療技術開発の実現に向けた研究に取り組みます」と

うたっています。オールジャパン体制で世界に先駆

けて再生医療を実現しなければならないと主張し、

最先端研究の事業を後押しするため、03 年度、更に

08 年度と研究者への助成基金として増額計上しまし

た。ところが、民主党政権は、この基金を事業仕訳で

減額し、「不見識」との声が上がっております。 

公明党は、今後も、新たな研究への資金投入や、

法的な整備を政府に求めていきます。 

軽減税率導入へ議論急げ 

 社会保障と税の一体改革関連法には消費税率 8％段階での低所得者

対策として、軽減税率が明記されている。8％の実施時期を視野に入れ

れば、低所得者対策の選択肢の議論は、年末の税制改正から始めるの

が妥当です。1960 年代から日本の消費税に当たる付加価値税を導入し

ている欧州では、多くの国で軽減税率を取り入れています。 

国内マスコミの世論調査では 

7，8割が導入を支持しています。 

「対象品目の線引きが難し 

い」など、導入に向けた課題 

は少なくありませんが、多くの 

国で採用している現実を踏ま 

えれば、日本も前向きに検討 

すべきであります。 

多くの国民の期待や賛同が 

多いこの軽減税率の実施に 

向け、政府の責任ある対応を 

求めていきます。 

 


